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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和45年1月～46年3月）
○昭和45年6月7日昭和45年度総会ならびに第31回研究発表会
総会議事
(al報告事項（庶務，会計，編集）
(bl新会長承認の件
中村恒雄教授が，新会長に就任された．
研究発表
1， 「語史における"Lutherdeutsch"の評価」福岡四郎
2． 「エンツェンスベルガーにおける問題点
一現代文学とラデイカリズム－」 下程 息
「独逸文学」第14号合評会
出席者28名
○昭和45年12月13日第32回研究発表会
研究発表
「ホーフマンスタール『バツソンピェール元帥の体験』
－ゲーテ作との比較から一」 二宮まや
「独逸文学」第15号合評会 出席者25名
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第17号投稿について
400宇詰40枚以内（ドイツ文の場合は6,000語以内）
横書きで完全原稿のこと
ドイツ文500語程度（本文がドイツ文の場合はレジュメ
不要）
昭和46年6月30日（論題・予定数明示）
昭和46年9月15日（期限厳守）
吹田市山手町3丁目3－35〒564
関西大学文学部独逸文学科研室究
枚 数
レジュメ
申込締切日
原稿締切日
申込ならびに
原稿送り先
－445－
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第16号執筆者紹介
?
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大阪大学教養部助教授
大阪大学文学部教授
甲南大学文学部講師
関西大学文学部助教授
四天王寺女子大文学部教授
関西外語大非常勤講師
大阪産大教養部助教授
関西大学文学部教授
関西大学文学部助教授
帝塚山大教養学部教授
近畿大非常勤講師
近畿大非常勤講師
九州大学教養部助教授
親和女子大文学部教授
関西大学文学部教授
関西大学文学部助教授
大阪大学教養部講師
大阪外大非常勤講師
関西大学文学部助教授
関西大学文学部助教授
詩人・ペンネーム田木繁
関西大学文学部助教授
関西大学文学部講師
??????
喜之
?
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編集後記
関西大学独逸文学会の"独逸文学"も昭和三十三年に初号が出てから，ここに年を重
ねて，昭和四十五年度第十六号が刊行されることになりました． この十有余年独逸文
学会は順調な歩みを続け，また学会の中枢である関西大学独逸虻学科も，例えば昭和
三十二年学会発足当時の六名から今日では十六名の専任教員を数えるなど，充実と発
展の途を辿って来ました．
ところで，昨年三月六十五才を以て定年退職された上道直夫教授は二十八年に亙っ
て関西大学に奉職され，その間とくに昭和二十四年の独逸文学科創設に際しては砕身
その実現に努められ，以来専心，学科の運営と学生の指導の任を果され，また多年独
逸文学会の会長をつとめられるなど，学科や学会に多大の功績を残されたことは周知
のとおりであります．そこで学会は上道教授の御功労に対する顕彰と感謝のささやか
なしるしとして， この十六号を上道教授に捧げる記念特輯号として，元会員，現会員
を通じ広く投稿を募った次第であります．本号の斯様な趣意に賛同をいただき，渡辺
格司帝塚山大教授を始め，上道教授の薫陶に浴された大学院博士課程終了の新進に至
るまで多数のゲルマニストの寄稿を仰ぎ， この特別号が出来ましたことを私共編集に
たずさわったものは何よりの喜びとしております．
編集には下記の六名が当り，出来得る限りの努力をしましたが，なお及ばぬ所もあ
るかと思います．また原稿締切から完成に到るまでの期間が当初の予定より多少延び
ましたことも併せて，論稿お寄せ下さいました各位にお詫び致します．
昭和四十六年三月
第十六号編集委員 福岡四郎 丸山三友 新谷浩堆
下程 息 和田賀一郎 芳原政弘
｜
独 逸 文 学 16
昭和46年3月25日発行
編集兼
発行者 関西大学独逸文学会
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関西大学独逸文学会会則
第1条本学会は関西大学独逸文学会と称する
第2条本学会は独逸文学・独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
第3条本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行なう
第4条本学会は次の会員で組織する
1． 本学独逸文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生・院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生中の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
第5条本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の教授・助教授および専任講師とする
2． 会長は委員会が委員中から推薦する
任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手。および互選された学生・院生・卒業生の若干
名に委員が委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
第6条機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
第7条会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
第8条会費は年額1,000円とする
第9条本学会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
第10条会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕会費年額1,000円（第8条）は昭和43年度よりとし，42年度以前入学
の学部学生の会費は据置とする
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